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1. はじめに 
自動車の事故より致命傷となる自動二輪車事故

自動車のように車体を覆われていない自動二輪

車で事故が起きれば，ライダーの身体へのダイ

レクトな衝撃は避けられない．そのため大ケガ

や，場合によっては死に至る大惨事になる[1]．特

に自動二輪車を運転する際の車線変更時には，

車線変更するタイミングでスピードを上げてく

る車もおり，危険な場合がある． 

本研究では，自動二輪車のライダーが車線変更

を行う際の安全確認を支援するヘルメット型運

転支援インターフェースを提案する．提案シス

テムでは，後方に車両がいるかをセンサーで検

知する機能と，ヘルメットのシールド部分にセ

ンサーによるサーチ結果を表示する機能から構

成される． 

本論文では，提案システムにおけるヘルメット

のシールド部分にセンサーによるサーチ結果を

表示する運転支援インターフェースを検討する． 

2. 運転支援インターフェースの提案 
ヘルメットのシールドに表示する車線変更支援

インターフェースを検討するため，ライダーが

運転する際の視界を遮らないようにした．また，

ライダーが一目で車線変更が可能か否かを判断

できるように分析と設計を行った． 

2.1 車線変更時のライダーによる状態遷移 
自動二輪車が車線変更を行う際の状態遷移を知

るために車線変更を行う手順について分析を行

った．自動二輪車が車線変更を行う際の操作手

順は，「走行中」から「ミラーを見る」に遷移

する．その後，「ウィンカーを出す」に遷移す

る．そして「後方確認」に遷移する．後方確認

後に車線変更を行うため，「車線変更」に遷移

する．車線変更を終了すると，「ウィンカーを

消す」に遷移する．ウィンカーを消すため，

「走行中」に遷移する． 

2.2 車線変更支援環境の提案 
ヘルメットのシールド部分にセンサーによるサ

ーチ結果を表示する運転支援インターフェース

の表示イメージを図 1に示す．車体またはヘルメ

ットにセンサーを取り付け，後方に車両がいる

かを検知し，その結果をヘルメットのシールド

に表示する．危険を見極められるように，表示

するアイコンは道路交通標識[2]を参考にした． 

ヘルメットのシールド部分には車線変更可能を

表す指定方向外進行禁止アイコンと，車線変更

不可を表す車両横断禁止アイコンが表示される．

センサーで車両を確認されなかった場合は，車

線変更をすることが可能とする意味で，車両横

断禁止の標識をグレースケールで表示させ指定

方向外進行禁止の標識を色付きで表示する． 

2.3 提案システムによる操作の状態遷移 
自動二輪車が車線変更を行う際の状態遷移に提

案システムの状態遷移を組み込むために，提案

システムによる操作について分析を行った． 

システムを開始させる状態である「システム

ON」，車線変更が可能かどうかを判断する状態

 
図 1 提案システムの表示イメージ 

 
図 2 提案システムによる操作を含めた 

状態遷移図 
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である「センサーサーチ中」，サーチ結果を表

示している状態である「サーチ結果」，システ

ムを停止する状態「システム OFF」の 4 つの状態

を加える必要があるということが分かった．状

態遷移図を図 2に示す． 

2.4 車線変更支援インターフェースの提案 
シールド上の車線変更支援インターフェースを

検討し，「システム ON」「センサーサーチ中」

「サーチ結果」「システム OFF」の 4 つの状態を

追加した．そして，「システム ON」「センサー

サーチ中」「サーチ結果」の車線変更支援イン

ターフェースを設計した． 

システムONでは，2つのアイコンをグレースケ

ールにして表示する．センサーサーチ中では，

シールド部分の右上にあるアイコン（車両横断

禁止の標識）を色付きで点滅させて表示し，右

下に表示しているアイコン（指定方向外進行禁

止の標識）はグレースケールで表示させる． 

サーチ結果(図 3)では，アイコンはシールド部

分の右上にあるアイコン（車両横断禁止の標識）

をグレースケールで表示し，右下に表示してい

るアイコン（指定方向外進行禁止の標識）は色

付きで表示する． 

3. アンケート結果 
7 名の大学生に対して提案システムについて評

価アンケートを実施した．提案システムがどの

ようなインターフェースを提供して動作をする

のかをスマートグラス BT-200AV を用いて確認し

た．実際の道路をプロジェクターで映し，スマ

ートグラス BT-200AV を身に着け，視界がプロジ

ェクターで映した道路でいっぱいになる位置に

自動二輪車に見立てたエアロバイクを配置し乗

ってもらった．このときの視野角は約 106度にな

り没入感を高めた．また，実験風景を図 4に示す． 

システムの車線変更が可能な場合の動作の動画

を作成した．動画は，システム ON の状態では，

アイコン（車両横断禁止の標識）を右上に表示

し，アイコン（指定方向外進行禁止の標識）を

右下に表示し，グレースケールにして表示した． 

時間経過でセンサーサーチ中に状態が遷移し、

右上に表示しているアイコンを色付きで点滅さ

せ，右下に表示しているアイコンはグレースケ

ールで表示した．さらに時間経過でサーチ結果

に状態が遷移し，右上のアイコンをグレースケ

ールで表示し，右下のアイコンを色付きで表示

した． 

アンケート内容は，「表示されたアイコンは背

景に対し、見やすかったですか？」,「画像のア

イコンで、システムが「システム ON」の状態で

ある事が分かりましたか？」,「画像のアイコン

で、システムが「センサーサーチ中」の状態で

ある事が分かりましたか？」,「画像のアイコン

で、システムが「サーチ結果」の状態である事

が分かりましたか？」,「このようなシステムが

あったら利用したいですか？」の項目と各項目

の理由を回答してもらう項目を作成した． 

アンケート結果から，7 名中 7 名が「利用した

い」「やや利用したい」の項目を選択したとい

う結果になった．利用したい理由として，「車

線変更が苦手な人への対策になるから。」「走

行中に簡単に確認ができるため。」が挙がった． 

4. まとめ 
本研究では，自動二輪車が車線変更を行う際

の事故を減らすための運転支援インターフェー

スについて検討した．自動二輪車のライダーが

車線変更を行う手順を分析するため，システム

による操作の状態を含めた状態遷移図を作成し

た．提案システムがどのようなインターフェー

スを提供して動作をするのかを確認して、アン

ケ―トを行った．その結果，7名中 7名が「利用

したい」「やや利用したい」の項目を選択し

た． 
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図 3 車線変更支援インターフェース 

(サーチ結果) 

 
図 4実験風景 
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